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研究要旨 

本年度では、慢性疼痛（Chronic Pain; CP）の診療データベースの追跡項目として、栄養学的

因子を検討した。CPと血清 25水酸化ビタミンD［25-hydroxyvitamin D; 25(OH)D］濃度の

関連について、石川県志賀町内の2つのモデル地区に住む40歳以上の住民を対象として2011

年から 2015 年に収集したデータを使用し、解析した。2314 名の対象者のうち、質問票の回

答があり、健康診断のデータが得られた 724 名を解析対象とした。3 ヵ月以上継続する痛み

をCPと定義し、質問紙にて症状の有無を確認した。25(OH)D濃度は、空腹時血液検体を使

用して測定した。25(OH)D 値が 20 ng/mL 未満の者を 25(OH)D 欠乏状態と定義した。

25(OH)D値におけるCPと飲酒習慣の交互作用のTwo-way ANCOVAの結果、CPと飲酒習

慣の間に 25(OH)D濃度における交互作用が認められた。One-way ANCOVAの結果、飲酒者

ではCP有り群の 25(OH)D濃度がCPなし群より有意に低かった。一方で、非飲酒者では、

CP 有り群と無し群の間で有意な差は認められなかった。CP と 25(OH)D 欠乏との関連を飲

酒習慣別に検討したロジスティック回帰分析の結果、飲酒者においてのみ、共変量による補正

後においてもCPの有症と 25(OH)Dの欠乏の間に有意な関連が認められた(オッズ比: 0.499; 

95%信頼区間: 0.268 - 0.927; p = 0.028)。本研究の結果は、飲酒習慣がある場合、CPの治療

および予防のために十分な 25(OH)D 濃度を維持することの重要性を示唆している。以上よ

り、本研究はCPと 25(OH)Dの関連について飲酒習慣の影響を踏まえてデータベース化する

意義を示したものであり、CPの治療および予防法に栄養学的要素を取り入れることの重要性

が認められた。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛（CP）の日常動作能力（ADL）や

生活の質（QOL）への影響についてはよく知

られている。しかしながら高齢期の慢性腰痛

や膝痛が引き起こす健康障害は、歩行障害な

ど身体的側面だけでなく、心理的社会的側面

との関連も知られ、慢性疼痛とADLやQOL

との関係を一元的に考えることはできない。

すなわち、QOLを含めた心理的因子や、運動、

飲酒、喫煙、食生活などの生活習慣あるいは

社会経済的因子や他の疾患との合併状況との

関連において解析する必要がある。このよう

な解析によって、慢性疼痛のADLやQOLへ

の影響を医療保健学的に体系的に明らかにす

るためには、従来の横断的な解析では不可能

であり、縦断的な、また病院に特化しない地

域における診療・疾患データベースの構築が

必要である。そこで本年度の研究では、CPの

診療データベースの追跡項目として、栄養学

的因子を検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 対象 

 志賀町スタディにおいて 2011年から 2015

年に収集された横断データを使用した。志賀

町内の２つのモデル地区の 40 歳以上の住民

(n=2314名)に対して、質問票を配布した。質

問票は 2199名(95％)から回収した。また、972

名（42%）が健康診断におけるデータ測定に参

加した。欠損データがある者、ビタミンDサ

プリメントを摂取している者を除外し、724

名を解析対象とした。 

2. CP 

 CPの定義は、国際疼痛学会の定義に従い、
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質問紙の「3 ヵ月以上続いている痛みはあり

ますか？」の問いに「はい」と回答した対象者

をCP群と定義した。 

3. 25(OH)D 

 25(OH)D 濃度は、空腹時血液検体から

radioimmunoassay 法を用いて測定した。

25(OH)D 値が 20 ng/mL 未満の者を

25(OH)D欠乏状態と定義した。 

4. 飲酒習慣 

 飲酒習慣については、質問紙で「どれくら

いの頻度でアルコールを飲みますか？」と尋

ね、回答は「ほとんど飲まない」、「時々飲む」、

「毎日飲む」の三択とした。「ほとんど飲まな

い」と回答した対象者は非飲酒者、その他は

飲酒者と定義した。 

5. 統計 

 統計学的解析において、CPありなし間の比

較には、連続変数については対応のない t 検

定、カテゴリー変数についてはχ2検定を使用

した。25(OH)D値におけるCPと飲酒習慣の

交互作用の検定には二元配置共分散分析

(Two-way analysis of covariance; Two-way 

ANCOVA)を使用した。その際に、共変量とし

て性別、年齢、BMI、喫煙習慣、運動習慣、

鎮痛薬服用の有無、音響的骨評価値、握力/体

重、下腿周囲長/体重を投入した。共変量によ

って補正した 25(OH)D 濃度の CP 有り無し

間での比較に、一元配置共分散分析(One-way 

ANCOVA)を使用した。その後の検定に、

Bonferroni法を使用した。多重ロジスティッ

ク回帰分析を用いて、CPと 25(OH)D欠乏と

の関連を飲酒習慣別に検討した。解析には

SPSS Statistics version 21.0 (SPSS Inc., 

Armonk, NY, USA)を使用した。交互作用の

検定では p <0.10、その他の検定については p 

<0.05をもって有意とした。 

6. 倫理 

  本研究は「生活習慣病における先進予防医

学研究（審査番号 1491）」として、金沢大学

倫理審査委員会にて承認されており、全参加

者からインフォームド・コンセントを取得し

ている。 

 

Ｃ．研究結果 

  t検定の結果、非飲酒者と飲酒者のそれぞれ

において、CP有り無しの間で 25(OH)Dの値

に有意な差は認めなかった。Two-way 

ANCOVAの結果、飲酒習慣あり、CPなしに

おいて 25(OH)D値が有意に高かった。また、

CPと飲酒習慣の間に25(OH)D濃度における

交互作用が認められた(p = 0.098)。One-way 

ANCOVA の結果、飲酒者では CP 有り群の

25(OH)D濃度がCPなし群より有意に低かっ

た(p = 0.007)。一方で、非飲酒者では、CP有

り群と無し群の間で有意な差は認めなかった

(p = 0.691)。CPと 25(OH)D欠乏との関連を

飲酒習慣別に検討したロジスティック回帰分

析の結果、飲酒者においてのみ、共変量によ

る補正後においてもCPの有病と25(OH)Dの

欠乏の間に有意な関連が認められた(オッズ

比: 0.499; 95%信頼区間: 0.268 – 0.927; p = 

0.028)。 

 

Ｄ．考察 

  アルコール摂取と 25(OH)D 値の上昇との

関連を報告した先行研究では、アルコールが

腎臓において 25(OH)D から 1,25(OH)2D へ

の代謝を制御する副甲状腺ホルモンの分泌を

抑制することが要因と考えられている

(Larose et al., 2014; Lee 2012; McCarty and 

Thomas 2003)。つまり、飲酒者で観察される

25(OH)Dの上昇は、1,25(OH)2Dへ変換され

ていない 25(OH)D の貯留によるものと考え

られる。したがって、飲酒者ではビタミン D

の活性型である 1,25(OH)2D が不足している

ことが推察される。よって、本研究の飲酒者

では、1,25(OH)2D の不足によってビタミン

D による鎮痛作用が得られにくい状態であり、

そのうえで 25(OH)D 値が低下すると CP を

呈しやすかったと考えられる。 

なお、本研究の限界の一つ目として、横断的

研究のため CP と 25(OH)D と飲酒習慣の因

果関係は明らかでない点、二つ目に選択バイ

アスの存在、三つ目に抑うつ尺度のデータを

解析に含んでいない点が挙げられる。 

 

Ｅ．結論 

本研究は CP と 25(OH)D の関連について

飲酒習慣の影響を踏まえてデータベース化す

る意義を示したものであり、CPの治療および

予防法に栄養学的要素を取り入れることの重

要性が認められた。 
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